
 

佐
賀
地
本
は
、
11
月
23
日

（
木
）
、
佐
賀
市
内
の
ガ
ー
デ

ン
テ
ラ
ス
佐
賀
ホ
テ
ル
＆
マ
リ

ト
ピ
ア
に
お
い
て
、
県
内
外
か

ら
多
数
の
皆
様
方
の
ご
参
加
を

得
て
、
地
本
創
立
61
周
年
記
念

行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

始
め
に
、
日
頃
か
ら
佐
賀
地

本
の
業
務
運
営
に
多
大
な
ご
尽

力
を
頂
い
て
い
る
皆
様
方
に
、

深
甚
な
る
謝
意
を
申
し
上
げ
、

地
本
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
記
念
式
典
を
行

い
、
国
歌
斉
唱
、
地
本
長
に
よ

る
式
辞
の
後
、
ご
臨
席
の
石
倉

県
議
会
議
長
か
ら
の
ご
祝
辞
を

頂
く
と
と
も
に
、
ご
来
賓
及
び

感
謝
状
受
賞
者
の
皆
様
方
を
紹 

介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
佐
賀
地
本
Ｏ
Ｂ
会

主
催
に
よ
る
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、

ご
臨
席
の
福
岡
参
議
院
議
員
及

び
岩
田
衆
議
院
議
員
か
ら
の
ご

祝
辞
を
頂
い
た
後
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
記
念
会
食
を
行

い
、
参
加
者
一
同
で
創
立
61
周

年
を
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
今
後
も
佐
賀

県
の
方
々
と
防
衛
省
・
自
衛
隊

の
架
け
橋
と
し
て
、
県
を
は
じ

め
と
す
る
各
自
治
体
と
県
内
所

在
部
隊
と
の
連
携
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
隊
員
の
募
集
・
援

護
及
び
広
報
活
動
、
そ
し
て
災

害
生
起
時
の
対
応
な
ど
を
全
力

で
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
11
月
19
日

（
日
）
、
小
城
市
立
三
日
月
中

学
校
に
お
い
て
、
同
校
育
友
会

か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
災
害
派

遣
活
動
を
主
と
し
て
、
陸
海
空

自
衛
隊
の
豆
知
識
や
意
外
な
自

衛
隊
の
装
備
品
等
に
つ
い
て
の

講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
講
演
で
は
、
東
日
本
大
震

災
を
通
じ
て
、
「
日
本
人
の
素

晴
ら
し
さ
・
絆
」
や
平
成
29
年

九
州
北
部
豪
雨
災
害
に
お
け
る

被
害
状
況
及
び
活
動
状
況
を
通 

 

佐
賀
地
本
は
、
本
部
庁
舎
壁

面
に
掲
示
す
る
募
集
広
報
用
の

垂
れ
幕
を
新
調
し
ま
し
た
。 

 

垂
れ
幕
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
爽

や
か
な
水
色
を
基
調
と
し
た
背

景
に
、
陸
・
海
・
空
を
緑
色
・

紺
色
・
空
色
の
３
色
で
表
現
し
、

「
平
和
を
、
仕
事
に
す
る
。
陸

海
空
自
衛
官
等
募
集
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
、
多
く

の
皆
様
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て

い
る
佐
賀
城
跡
の
お
堀
に
向
け

て
、
広
く
自
衛
官
等
の
募
集
を 

 
 

じ
て
、
「
命
の
尊
さ
」
に
つ
い

て
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
語
り
か

け
ま
し
た
。 

 

生
徒
か
ら
は
、
「
自
衛
隊
の

災
害
派
遣
活
動
を
良
く
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
」
「
自
衛

隊
に
は
色
ん
な
も
の
が
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
」
と
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
今
後
も
自
衛

隊
の
災
害
派
遣
活
動
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
頂
け
る
よ
う
に

努
め
て
参
り
ま
す
。 

呼
び
か
け
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

自
衛
官
等
の
募
集
に
つ
い
て

は
、
昨
今
の
社
会
情
勢
も
あ
っ

て
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。 

 

今
回
新
た
に
設
置
し
た
垂
れ

幕
に
よ
り
、
多
く
の
皆
様
に
、

自
衛
官
等
募
集
の
重
要
性
に
つ

い
て
ご
理
解
し
て
頂
き
、
佐
賀

地
本
部
員
一
同
の
気
持
ち
も
新

た
に
、
引
き
続
き
自
衛
官
等
の

募
集
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
11
月
16
日

（
木
）
、
本
部
会
議
室
に
お
い

て
、
佐
賀
県
自
衛
隊
殉
職
隊
員

追
悼
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。 

 
 

本
追
悼
式
は
、
任
務
遂
行
中

に
殉
職
さ
れ
た
隊
員
の
御
霊
に

哀
悼
を
捧
げ
、
遺
徳
を
偲
ぶ
と

と
も
に
、
ご
遺
族
に
対
し
て
誠

意
を
示
し
、
事
故
の
絶
無
を
誓

う
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
行
っ

て
お
り
ま
す
。 

 

当
日
は
、
殉
職
隊
員
の
ご
遺

族
、
防
衛
協
力
諸
団
体
会
長
及

び
近
隣
部
隊
長
の
参
列
を
得
て
、 

 

佐
賀
地
本
は
、
12
月
２
日

（
土
）
、
目
達
原
駐
屯
地
に
お

い
て
、
西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
隊
の
支
援
を
受
け
て
、
輸

送
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
Ｃ
Ｈ─

47

Ｊ
Ａ
」
に
よ
る
体
験
搭
乗
を
行

い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
体
験
搭
乗
に
は
、
高

校
生
を
中
心
に
学
校
の
先
生
方

等
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。 
 

搭
乗
前
に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
災
害
派
遣
時
に
お
け
る
活
動

状
況
や
自
衛
隊
に
お
け
る
役
割

を
説
明
し
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の 

黙
祷
か
ら
始
ま
り
、
地
本
長
に

よ
る
追
悼
の
辞
、
防
衛
省
で
行

わ
れ
た
自
衛
隊
殉
職
隊
員
追
悼

式
に
お
け
る
安
倍
総
理
大
臣
の

追
悼
の
辞
の
放
映
、
参
列
者
全

員
に
よ
る
献
花
、
ご
遺
族
代
表

の
挨
拶
を
頂
き
、
厳
粛
に
追
悼

式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
殉
職
隊
員
の

御
霊
を
顕
彰
し
て
い
く
と
と
も

に
、
ご
遺
族
の
方
々
に
寄
り
添

い
、
最
大
限
の
ご
支
援
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

有
用
性
及
び
必
要
性
に
つ
い
て
、

理
解
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
２
フ
ラ
イ
ト
に

別
れ
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の

飛
行
を
体
験
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

搭
乗
し
た
学
生
か
ら
は
、

「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
、
と
て
も

重
要
な
装
備
で
あ
る
こ
と
が
、

良
く
わ
か
り
ま
し
た
。
」
と
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
今
後
も
自
衛

隊
の
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
頂
け
る
よ
う
に
努
め
て
参

り
ま
す
。 

     

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発

や
中
国
の
南
西
地
域
に
お
け
る
活

動
等
、
私
た
ち
が
住
む
九
州
周
辺

の
安
全
保
障
環
境
が
厳
し
さ
を
増

す
昨
今
、
古
来
、
こ
の
地
域
、
就

中
、
北
部
九
州
の
防
衛
は
、
ど
の

よ
う
に
な
さ
れ
て
き
た
か
を
考
え

て
み
ま
し
た
。 

 

６
６
３
年
、
白
村
江
の
戦
に
敗

れ
た
日
本
は
、
唐
・
新
羅
連
合
軍

の
来
襲
に
備
え
、
大
宰
府
防
衛
の

た
め
、
対
馬
に
金
田
城
を
、
大
宰

府
周
辺
に
基
肄
城
・
大
野
城
や
水

城
を
、
ま
た
、
熊
本
県
菊
池
市
に

鞠
智
城
を
築
造
す
る
等
、
北
部
九

州
一
帯
に
守
備
態
勢
を
構
成
し
、

そ
こ
に
強
健
な
東
国
の
兵
士
を

「
防
人
」
と
し
て
配
置
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
１
２
０
０
年
代
に
は
、

二
度
に
わ
た
り
蒙
古
（
元
）
軍
が

来
襲
、
壱
岐
・
対
馬
を
占
領
し
、

一
部
は
博
多
付
近
に
上
陸
し
ま
し

た
が
、
防
塁
等
の
構
築
や
異
国
警

護
番
役
の
頑
強
な
戦
い
と
と
も
に
、

所
謂
、
「
神
風
」
も
手
伝
い
、
こ

れ
を
撃
退
し
ま
し
た
。 

 

時
は
流
れ
、
昭
和
20
年
春
、
日

本
の
存
亡
を
賭
け
た
戦
い
の
た
め
、

大
刀
洗
町
に
あ
っ
た
旧
陸
軍
飛
行

場
か
ら
は
、
鹿
児
島
県
知
覧
町
の

旧
陸
軍
飛
行
場
へ
、
多
く
の
若
い

特
攻
隊
員
が
飛
び
立
ち
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
今
、
私
た
ち
、
陸
・

海
・
空
自
衛
隊
が
、
我
が
国
の
領

土
・
領
海
・
領
空
、
主
権
、
更
に

は
、
国
民
の
皆
様
の
生
命
・
財
産

を
断
固
と
し
て
守
り
抜
く
最
後
の

砦
、
す
な
わ
ち
「
現
代
の
防
人
」

と
し
て
、
多
様
な
任
務
・
訓
練
に

日
々
黙
々
と
励
ん
で
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
四
季
折
々
の
風

景
が
美
し
い
こ
の
日
本
、
そ
こ
に

住
む
子
供
た
ち
の
笑
顔
を
し
っ
か

り
と
守
り
得
る
よ
う
精
進
を
重
ね

る
覚
悟
で
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
自
衛
官
等
の
募
集
に

対
す
る
ご
協
力
を
、
引
き
続
き
、

お
願
い
致
し
ま
す
。 
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自
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集 



 

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
9
月

30
日
（
土
）
、
伊
万
里
市
民
会

館
で
行
わ
れ
た
伊
万
里
市
防
衛

教
会
・
伊
万
里
市
自
衛
隊
家
族

会
主
催
の
「
自
衛
隊
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
」
に
お
い
て
、
広

報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
毎
年
コ
ン
サ
ー
ト

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
や
、

演
奏
技
術
の
向
上
を
目
指
す
中

学
校
・
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部

員
等
、
約
千
名
の
方
々
が
来
場

さ
れ
ま
し
た
。 

 

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
海
上
自

衛
隊
佐
世
保
音
楽
隊
に
よ
る
演 

 

唐
津
出
張
所
は
、
11
月
5
日

（
日
）
に
行
わ
れ
た
「
相
知
町

民
ま
つ
り
」
及
び
、
12
日

（
日
）
に
行
わ
れ
た
「
北
波
多

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
に
お
い

て
、
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

両
日
と
も
天
気
に
恵
ま
れ
、

会
場
は
、
家
族
連
れ
を
中
心
と

し
た
多
く
の
方
々
で
賑
わ
い
ま

し
た
。 

 

車
両
（
ジ
ー
プ
及
び
偵
察
バ

イ
ク
）
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
広
報

ブ
ー
ス
の
制
服
試
着
コ
ー
ナ
ー

に
は
、
多
く
の
方
々
に
立
ち 

奏
の
後
、
音
楽
隊
と
伊
万
里
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
と
の
“
響

演
”
が
行
わ
れ
、
演
奏
を
楽
し

ん
だ
来
場
者
か
ら
は
、
「
大
変

良
か
っ
た
！
ま
た
来
年
も
来
ま

す
。
」
等
の
嬉
し
い
感
想
を
多

く
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

会
場
に
設
置
し
た
広
報
コ
ー

ナ
ー
に
お
い
て
は
、
募
集
制
度

の
説
明
や
制
服
の
試
着
等
を
行

い
、
多
く
の
来
場
者
の
方
に
立

ち
寄
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
今
後

も
各
種
行
事
を
通
じ
て
、
広
報

活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

寄
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

幼
い
兄
弟
が
、
ジ
ー
プ
を
見

つ
け
る
と
興
味
津
々
の
様
子
で

近
づ
き
、
ミ
ニ
制
服
を
着
用
し

て
の
記
念
撮
影
を
親
御
さ
ん
に

勧
め
る
と
、
ミ
ニ
制
服
に
着
替

え
て
可
愛
ら
し
く
変
身
し
た
子

供
の
姿
を
、
ジ
ー
プ
の
前
で
楽

し
そ
う
に
写
真
に
収
め
て
い
ま

し
た
。 

 

唐
津
出
張
所
は
、
今
後
も
各

種
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

広
報
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 
 

 

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
10
月

28
日
（
土
）
、
多
久
市
で
行
わ

れ
た
「
多
久
ま
つ
り
」
及
び
29

日
（
日
）
、
佐
賀
駅
北
口
周
辺

で
行
わ
れ
た
「
駅
北
く
～
よ
か

Ｆ
Ｅ
Ｓ
」
に
お
い
て
、
広
報
活

動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

台
風
の
通
過
の
影
響
に
伴
い
、

雨
模
様
の
天
気
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
雨
の
合
間
に
は
、
家
族

連
れ
を
中
心
と
し
た
多
く
の

方
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

嬉
し
そ
う
に
パ
ジ
ェ
ロ
の
運

転
席
に
座
っ
た
子
供
た
ち
か
ら 

 

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
11
月

19
日
（
日
）
、
上
峰
町
民
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
募
集
制
度
説

明
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
上
峰
町
や
近
隣
の

町
か
ら
多
数
の
方
に
来
場
し
て

頂
き
ま
し
た
。 

 

来
場
さ
れ
た
方
の
中
で
も
、

陸
上
自
衛
隊
に
興
味
が
あ
る
と

い
う
高
校
生
か
ら
は
、
装
備
品

の
こ
と
や
隊
員
の
休
暇
時
の
過

ご
し
方
等
、
幅
広
い
質
問
が
あ

り
、
対
応
し
た
広
報
官
は
、
質

問
へ
の
回
答
を
含
め
て
、
し
っ 

は
、
「
色
ん
な
ス
イ
ッ
チ
が
つ

い
て
て
面
白
い
。
」
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
自
衛
官
等
募
集
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
学
生
や
子
供
を
持

つ
親
御
さ
ん
が
訪
れ
、
広
報
官

か
ら
の
説
明
を
聞
い
た
方
か
ら

は
、
「
自
衛
官
に
な
る
た
め
に

は
、
色
々
な
進
路
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
」
と
の
感

想
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
今
後

も
各
種
広
報
行
事
を
通
じ
て
、

広
報
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

か
り
と
自
衛
隊
の
任
務
を
説
明

し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
募
集
制
度
説
明
会
の

看
板
と
幟
を
見
か
け
た
の
で
、

立
ち
寄
り
ま
し
た
と
い
う
男
性

か
ら
は
、
「
自
衛
隊
さ
ん
の
お

か
げ
で
平
和
が
維
持
さ
れ
て
い

る
。
」
「
あ
り
が
と
う
！
」
と

の
激
励
の
言
葉
を
頂
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
今
後

も
募
集
制
度
説
明
会
を
通
じ
て
、

募
集
及
び
広
報
活
動
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。 

 

唐
津
出
張
所
及
び
佐
賀
募
集
案
内
所

は
、
11
月
18
日
（
土
）
及
び
19
日

（
日
）
、
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
教
育
隊

に
お
い
て
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
へ
の
高
校
生
の
参
加
を
支
援
し
ま
し

た
。 

 

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
は
、
海
上
自
衛

隊
を
身
近
に
体
験
し
て
頂
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
参
加
者
は
一
泊
二
日

の
日
程
で
、
食
事
や
宿
泊
、
起
居
動
作

等
の
団
体
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
に
は
、
海
上
自
衛
隊
へ
の
入

隊
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
、

憧
れ
の
海
上
自
衛
隊
で
の
生
活
に
胸
を

躍
ら
せ
て
い
る
様
子
で
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
引
き
続
き
、
海
上
自

衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
け
る
よ
う

広
報
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
  

場  所：神奈川県横須賀市 
受験資格：中卒（見込含む）１７歳未満の男子 
身  分：特別職国家公務員 
手  当：生徒手当（月額１００，０００円） 
教育期間：３年間 
卒業資格：３学年終了時には提携校である神奈川県立修悠館 
     高等学校（通信制）の卒業資格を取得することが 
     できます。 

ミニ制服での記念撮影を楽しむ来場者 
（相知町民まつり） 

募集種目 応募資格（学歴・年齢） 受付期間 試験日 

自衛官候補生 
１８歳以上 
２７歳未満の方 

年間を通じて 
行っております。 

受付時にお知らせします。 

※女子については、お問い合わせ下さい。 

防衛大学校学生 
一般（後期） 

高卒（見込者を含む。） 
２１歳未満の方 

３０年１月２０日 
～２６日 

１次試験 
３０年２月１７日 

陸上自衛隊 
高等工科学校生徒 

（一般） 

男子で 
中卒（見込者を含む。） 
１７歳未満の方 

１１月１日 
～３０年１月９日 

１次試験 
３０年１月２０日 

北
波
多
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
で
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ 

鳥
栖 
唐
津 

佐
賀 

採 用 案 内 

武
雄 

海自佐世保音楽隊による演奏 

制服試着を楽しむ学生 

高校生に募集制度を説明する広報官 

自衛隊パンフレットを興味深く読む来場者 

キミの力を輝かせる未来が、ここで見つかる。 

ジープの前で記念撮影を楽しむ来場者 
（北波多ふれあいフェスタ） 

訪れた親御さんに募集制度の説明を 
行う広報官（多久まつり） 

ミニ制服を着用してパジェロの運転席に 
座る兄妹（駅北く～よかＦＥＳ） 

宿泊を体験 

隊員食堂での食事 

自
衛
隊
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ 

多
久
ま
つ
り
で
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ 

上
峰
町
の
方
々
へ
募
集
広
報 

海
自
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル 

詳細につきましては、ホームページをご覧になるか、 
最寄りの地域事務所等へお問い合わせ下さい。 

高等工科学校生徒募集 

         教育理念 
  

技術的な識能を有し、知徳体 
を兼ね備えた伸展性ある陸上 
自衛官としてふさわしい人材 
を育成する。 

高等工科学校とは 
 
 

将来陸上自衛隊において、高機能化・ 
システム化された装備品を駆使・運用 
するとともに、国際社会においても自信 
を持って対応できる自衛官となる者を 
育成し教育する陸上自衛隊の学校です。 


